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 研究結果   

日本語の敬語は高度に体系的、組織的に発達して、世界的に見ても著しい特色をもつと指摘する。こ

のような体系的な敬語の発達は、他に韓国語（朝鮮語）、チベット語、ジャワ語など、少数の言語にし

か見られないといわれる（菊池、1997: 93）1。しかし、「認識」の概念に関して、どのような形で敬語

使用の変化に影響するのかを、これから調べる必要がある。日本語では、敬語は一般的に「尊敬語」

「謙譲語」「丁寧語」の三つに分けられ、さらにこれらの基礎的な使用として「話題の敬語」と「対話

の敬語」に大別される。ジャワ語にも敬語はあることがよく指摘されているが、敬語使用に対する認識

はあまり知られていない。 

本研究は社会言語学的観点を取り扱い、日本語とジャワ語における敬語使用の認識について調べるこ

ととする。日本語の敬語使用の現状を取り上げながら、ジャワ語の敬語使用の現状を述べていく。結果

として、日本人（日本語話者）は「敬語」に対して必要だと思い、「敬語」の存在を肯定して見てい

る。例えば、日本では、特に若者の敬語運用能力の低下や敬語の誤使用が多くみられると、言語研究者

や各メディアに取り上げられている。即ち、規範的な敬語を使いこなすことは社会人の常識とされ、若

い頃に敬語を使えなくても、就職すると敬語を身につけるよう努めなければならない。一方、日本の状

況と異なって、ジャワ語は地方語として位置づけられる。ジャワの若者は敬語が必要としながらも、日

常では複雑なジャワ敬語を回避し、丁寧な公用語のインドネシア語を使用する傾向がある。さらにグロ

ーバル化が進む現代において、若者が「国際語」として見られる英語の方に興味を持つという状況があ

る。そのため、公的場面でジャワ敬語を上手く使用できることの利点は少なくなり、ジャワ敬語の存在

感はますます薄くなっている（このような状況下では、今後ジャワ敬語に関する研究も一層難しくなる

であろう）。 

本研究は今後の敬語研究に貢献できると考えている。ジャワ語や日本語だけに留まらず、敬語研究全

般に対しても貴重なデータを示すことができると考える。 
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